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野 田 尚 史
Word　Order　in　Japanese　and　Spanish
NODA　Hisashi
　This　paper　is　an　attempt　to　give　an　unified　explanation　to　the　word　orders　of　Japanese　and　Spanish，　which
are　apParently　very　different£rom　each◎ther．
　We　consider　that　two　factors　are　relevant　to　the　orderings　of　constituents　：　one　is　strttctural，　and　the　other
is　i簸formatlonaL　The　structural　factor　orders　constltuents　according　to　the　degrees　of　intirnacy　between　the
predicate　and　each　constituent．　The　structural　orders　of　constitue齪s　of　Japanese　and　Spanish　are　m三rror
images　of　each　other．　The　informational　factor　n陰oves　thematic　element＄to　the　inltial　position　of　the
sentence．
　Thus，　the　word　orders　of　Japanese　and　Spanlsh　are　decided　in　the　similar　way，　Apparent　differences　of
word　order　of　the　two　languages　are　merely　due　to　the　fact　that　Japanese　is　a　predicate－final－language，　and
Spanish，　a　predicate－initial　Ianguage，　respective］y．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．はじめに
　言語を，主語（S），囲的語（0＞，動詞（V）の並ぶ順序によって，SOV書語，　SVO書語，　V
SO書語というように，類型的に分類することがある。この分類によれば，日本語はSOV．言語，
スペイン語はSVO雷語ということになる。
　　しかし，英語のように，主語，霞的語，動詞などの順序がほぼ園定している欝語は別として，
H本語やスペイン語のようにそれらの願序が比較的自由な書語では，こうした分類はあまり意昧
をもたない。それは，SOVな1）SVOは単に統計的に優勢な語願にすぎず，これをもとにそれ
ぞれの書語を記述すれば，多くの文を例外的な語順をもつ文として処理しなければならなくなる
からである。
　　また，こうした分類では，E本語とスペイン語のように騎々のタイプに属する二つの欝語の語
順は互いに無関係なものと兇ることになり，それぞれの雷語でどうしてそのような語順をとるの
かを統…的に説明することが難しくなる。
　　本稿では，表面的には非常に異なる日本語とスペイン語の語順を統一的に説明するために，言
語の語順が構造的要因と情報的要因という二つの要因によって決定されるという論を展開する。
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II．表層語順の比較
　文の構成は，基本的に，文の中核として述語があり，それにいくつかの格成分が結びつくとい
う形をとっている。そしてこの骨組みに，必要に応じて，述語を修飾する副詞類が加えられると
見ることができる。
　この章では，N本語とスペイン語の表層における語順を比較していくが，はじめに述語と格成
分のそれぞれの内部構成を見，そのあと格成分や副詞類が述語に対してとる位置を観察すること
にしよう。
II　－1．述語の内部の語順
　述語は，一般に，述語の語幹と，ボイスを表わす要素，アスペクFを表わす要素，テンスを表
わす要素，ムードを表わす要素から構成されていると考えられる。これらの要素の承接順序はほ
ぼ完全に固定されており，語順の自由はほとんどない。
　N本語の場合は（1＞のような順序で承接する。すべての要素が表層で形態として現われる例②と
の対応を示す。
（1）述語の謝一［亘≡］一［巫｝［三三コ｛璽ヨ
　（2）　　　～｛動k　　－　　ase　－　　te　　・i　　　　－　　　ta　　－　　rasii
スペイン語では，基本的に，日本語とちょうど逆の，（3）に示す順淳になると考えられる。
（3）［三］一［！］一［亙］一［EII一述語の離
　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　」＿＿髄＿＿幽＿＿＿一＿＿＿
　　　　　l　　　　　　　　　　　L＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一JJ－1
（4＞　　parece　que　estos　arboles　han　　　sido　　plantados　por～
　　（英：seems　that　these　trees　　　have　　　been　　planted　　by）
　　（これらの木は～によって植えられたようだ）
ただ，実際の例を見ると（4＞のように，かならずしもH本語のようなきれいな承接を示すわけでは
ない。しかし，（4＞の“han”“sido”‘‘plantados”の語幹と語尾を入れかえて（5b＞のようにする
と，（3＞と合致する順序がきれいに現われる。
　（5＞a．　　　h・an　　　　　　s・ido　　　PlaRt－ados
　　b．＊an・h　　　ido・S　　　ados－Plant
　　　　アンスアスペクト　樹ス　言譜
ここからわかることは，動詞の騒折部分が語頭にあれば（3＞のような承接を示すはずのものが，隠
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折部分が語尾にあるため，（3）の順序がいくらか乱されているということである。
　このように考えると，述語の内部の語順は，スペイン語の屈折部分を除いて，
ン語で対称的である，言いかえると，鏡像閣係にある，と見ることができる。
日本語とスペイ
II－2．格成分の内部の語順
　格成分を構成する主要な要素は，名詞と，助詞や前置詞のような格表示要素，それに形容詞や
連体修飾節・関係節といった名詞修飾節である。
　これら格成分を構成する要素の語順は，スペイン語の形容詞を除き，完全に固定化している。
H本語の場合は（6）に示す語順をとる。
　（6）　　　　　名詞修飾部　　　　　　　名詞　　　格表示要素
　　　（・一の、，形容詞漣体修鱗）　　；　　働詞
　（7）　　　　　　太った　　　　　　　少年　　　　に
スペイン語の場合は（8）のような語順になる。これはE本語の語順⑥と鏡像的である。
　（8）　格表示要素　　　名詞　　　　　　　名詞修飾部
　　　　（前暉詞）　　　　｝　　　（“de～”，形脊詞，関係節）
（9）　　　al　　　chic。　　　　　9・・d・
　　　　　（to－the　　　　　　boy　　　　　　　　　　　　　fat　）
　スペイン語で名詞を修飾する形容詞は，（10a＞のように名詞の後におかれることと，（10b）
のように名詞の前におかれることがある。
　（10）a．la　chica　pobre〈貧しい少女）
　　　　（the　gir璽　　poor）
　　b．la　pobre　chica（かわいそうな少女）
名詞の前におかれる形容詞は一般に主観性の高いものであり，そうでない形容詞は名詞の前には
おきにくい。
　（ll＞a．　el　m6tOdO　CientifiCO　（科学的な方法〉
　　　　（the　method　sc三entific）
　　b，　＊　el　cientifico　m6todo
このことから，スペイン語の形容詞の位置は，他の名詞修飾成分と同じく，基本的に名詞の後だ
と考えられる。
　そうすると，格成分の内部の語順もH本語とスペイン語で互いに鏡像関係にあると見ることがで
きる。例外は，〈IGb）のような形容詞と名詞の順序，それに弱形所有代名詞・指示形容詞・数量
詞と名詞の順序だけである。（ikl）（12）㈱はそれぞれ弱形所有代名詞，数量詞を含んだ名詞旬の例であ
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る。
　（12＞　mi　hijo　（私の息子）
　　　（my　son）
　（13＞muchos　libros（たくさんの本）
　　　（maky　books＞
II－3．述語と格成分の順序
　前の二節で述語と格成分の内部の語順を調べたが，ここでは，述語と，格成分のうちの盧接臣
的語と間接目的語が互いにどのような語順をとるかを考えよう。
　述語と直接目的語，間接冒的語の順序は，日本語では⑯のようになる。
　（14）　間接目的語　　　直接目的語　　　述語
　㈲　　学生に　　　スペイン語を　　教えた
スペイン語では⑯とちょうど逆の，⑯の順序に並ぶ。
　㈹　　述語　　　　直接閣的語　　　　間接目的語
　（17）　　enSefi6　　　　el　　　eSpafiOl　　　　　　　　a　IOS　eStUdianteS
　　　（［1］　taught　the　　Spanish　　　　　　to亡he　studeia亡s＞
もっとも，直接目的語と聞接闘的語の順序は固定しているわけではなく，それぞれの長さやそれ
ぞれが担う情報の新旧の度合いにより入れかわることもある。しかし，最も無標な語顯はここに
示した順序である。｛”t2）
　ただし，スペイン語で，直接瞑的語，閤接霞的語が接語形代名詞（弱形代名詞）の形で述語の
前に現われる場合は，ふつうのスペイン語の語順⑯とは逆で，日本語と問じ鋤の語順をとる。㈱》
たとえば（17＞の“el　espafiol”“a　los　estudiantes”を代名詞化した㈱は「間接蔑的語一直接縮的語一
述語」の語碩をとる。
　（王8）　　se　　　　　　IO　ense壼6
　　　（to　them　it　［1］　taught）
H－4．主語の位置
　格成分のうち直接圏的語と間接目的語は，日本語とスペイン語で，述語に対して鏡像関係にあ
ったが，主語はどちらの震語でも文頭に立つことが多く，鏡像的にはならない。
　㈱ペドロは箪を翼った。
　（29）　Pedro　compr6　un　coche．
　　　（　　　　　bought　a　car　　＞
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働の主語「ペドロ」，（2①の主語“Pedro”はいずれも文頭に位置している。
　しかし，スペイン語で文頭におかれた主語は，ふつう旧情報を担ってお1）　，主題的な性格をも
っている。新情報をtgう主語は，通例，述語より前には立たず，述語より後に位置する。
　たとえば伽は全文が新情報から成る，いわゆる無題文で，主語の「梅雨」は格助詞「が」を伴
っている。
　（21）梅雨がはじまりました。（遠藤周作號黙匿新潮社，1966，p．73）
この文のスペイン語訳吻では「梅雨が」に当たる“la　estaci6n　de　las　lluvias”が述語の後に位置
している。
　⑳　Ha　comenzado　la　estaci6a　de　las　11uvias．（Jaime　Fern6ndez　y　Jos色Miguel　Vara訳
　　　　（has　begun　　　　　the　season　　of　the「ain　＞
　　Silencio，　Madrid：Atenas，1973，　p．　68）
　また，（23a）では“yo”が主題で“director”が新情報を担っているが，（23　b）では逆に“eI
director”が主題で“yo”が新情報を撞っている。
　㈱a．（Yo）soy　director．（俺は監督だ）
　　　　（I　　am　director）
　　b．　EI　director　soy　yo．（俺が監督だ，監督は俺だ）
　　　　（the　direc£or　arn　I　）
（23b）でも新情報を担う主語が述語より後におかれるのがわかる。
　一方，闘的語について考えても，述語より後に現われるのは，それが主語より新しい情報を担
っている場合である。その逆に図的語が主語より古い情報を撞い，目的語が主題として働く場合
は，目的語が文顧の位置を占める。
　（24）私たち司祭の居場所を届けた者には銀三百枚が支払われます。（『沈黙』p．40）
㈱△』一一1e　　　（to　who　reveals　the　hiding・place　of　a　father　here　enter　　we　　　　to　h三m　　pagan　　　　trescientas　　　monedas　de　plata．　　（Silencio　P．42＞
　　［they］　pay　three　hundred　co圭Rs　　　of　silver）
（24）では，間接罠的語「私たち司祭の居場所を掻けた者に」が主題的な性格をもつため，文頭の位
置を占め，助詞「は」が付加されている。この文のスペイン語訳㈱でも間接鼠的語“A　quien　revele
el　escondite　de　un　padre（aqui　entramos　nosotros）”がやはり文頭の位置を占めている。
　このように見てくると，スペイン語において文頭という位置は，主語の占めるべき位置では
なく，主題的な性格をもった成分が占めるべき位置であることが了解できる。主語が文頭に立ち
やすいのは，主語という特性そのものによるのではなく，主語が最も主題になりやすいため，結
果的にそうなるにすぎないのである。
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II－5．副詞類の位置
　最後に，各種の劇詞類が述語に対して占める位置を見ておこう。
　述語の様態を表わす副詞は，日本語では述語の前に，スペイン語では述語の後におかれる。
　㈱　カルmスはゆっくり話す。
（27）Carlos　habla塑9．
　　　（　　　　speaks　slowly　）
　時・所を表わす成分も，基本的には，日本語では述語の前，スペイン語では述語の後に位置す
る。
　㈱　来月メキシコに行く。
　（29）Voy　aM6xico　el　mes　que　viene．
　　（［1］go　to　Mexico　the　month　that　comes）
ただし，スペイン語で時・所を表わす成分が主題的な性格をもつときは，⑳のように述語の前に
位置する。
　（30＞Cuando　venga　Marfa，　llamame　por　te1邑fono．
　　（when　comes　　　　call－me　by　telephone）
　　（マリアが来たら電話してくれ）
　陳述副詞あるいは文副詞と呼ばれるものは，どちらの言語でも文頭に位置することが多い。
　（31）たぶん明日は雨だろう。
　（32＞　Tal　vez　llover護　ma員ana，
　　　（Perhaps　will　rain　tornorrow）
　様態副詞，時・所の成身，陳述副詞類のうち二つ以上が同時に現われる場合の順序1ま，麟蹴こ
示す通りである。
　（33）　　　　E雪　本霞吾
　　　　陳述副詞類　　時・所の成分　　様態副詞　　述語
　㈹　スペイン語
　　　　陳述副詞類　l　　　l　述語　　様態副詞　　時・所の成脅
　　　　　　　　　　　　　　し・曽＿■一一一一一一一＿，雫，w＿”＿＿一一冒一一一一一一一＿＿＿，＿＿＿，幽”＿，一一t冒一，t
この順序は．おおむね，様態副詞、時・所の成分，陳述謝詞類の順に述語力・ら遠ざかっていくと
いう形になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　III．認順に係わる二要囲
　日本語とスペKン語の表腫語順を比較した前章での結果を整理すると，次の点に気がつく。
①日本語の語順とスペイン語の語順は，基本的に，述語の語幹を軸として互いに鏡像的である。
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②ただし，陳述副詞類や主題的な性格をもった主語などはどちらの言語でも文頭に位置する。
　①にっいて誉えば，述語の語幹に付加されるボイス・アスペクト・テンス・ムードを表わす要
素（II－1．参照），直接爵的語・間接琶的語（II－3．），陳述副詞類を除く副詞類（II－5．）
が，述語の語幹を軸として，B本語とスペイン語で対称的になる。名詞句の内部の要素，つまり
名詞，格表示要素，名詞修飾部の順序（II－2．）も，主語の場合を除いて，述語の語幹を軸とし
たときの位置が㈲のように，やはり対称的になる。
　（35）臼本語
名詞修飾部一團一格赫螺…一一團
スペイン語
匡董］……一一一格表示要素　一［名詞］＝＝名詞修飾部
②については，陳述副詞類や主題的な性格をもった時・所を表わす成分（II－5．），それに主語
（II－4．）の位置が，①の対称性を破るものということになる。これらはいずれも文の前提部分
に当たるものであり，それに続く叙述を方向づける働きをもっている。
　①②の観察結果から，文を構成する要素の配列順序には，次の二つの要因が関係していること
が推測される。
　ア〉構造的要因……述語の語幹を中心に，それとの結びつきが強い要素ほど内側に，陳述的な
　　　　　　　　　性格が強い要素ほど外側に配置する要困
　イ）情報的要因……聞き手がその出現を予想しやすく主題的な性格をもつ成分や，文の方向づ
　　　　　　　　　けを担う成分を他の成分より前に配置する要因
これら二つの要因は日本語にもスペイン語にも共通である。
　日本語とスペイン語の違いは，構造的要因によって文の要素が配列されるときの方向が逆にな
ることだけである。それは，述語が文末におかれるか，文頭におかれるかの違いだともいえる。
　日本語のように述語が文末におかれ，格成分や副詞類がその前に配置されるのを基本とする言
語を「述語後置言語＆，スペイン語のように述語が文頭におかれ，その後に格成分や副詞類が配置
されるのを基本とする言語を「述語前置言語」と呼ぶことにする。
　㈹　述語後置言語
1一画一一…亙曽・画
　　　述言吾前置言言吾
　　　　圃……画……亙一國…ミ
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IV，構造的語順
　ここでは，語順に係わる二つの要因のうち構造的要因だけが働いたと仮定した場合の語順を考
える。そうした構造的語願は，H本語とスペイン語で述語の語幹を中心として互いに鏡像的にな
る。この語願は，情報的要因に基づく成分の移動（V．参照〉を経て表麟語順に至ると考えられる
ので，これを基底語順と見ることもできよう。
IV－1．述語の内部の語順
　文の構成要素を配列するにあたって，最初に行なわれなければならないことは，格成分や副詞
類といった独立成分と，ボイス・アスペクトなどを表わす述語付加要素を述語の語幹の前と後に
振り分けることである。
　このとき，述語後置言語では述語の語幹の後が文の端に近いので，そちらに述語付加要素をお
き，独立成分は述語の語幹の前に配置することになる。述語前置言語では，ちょうどその逆の醗
置になる。
　㈱　日本語（述語後置言語）
　　　1……一独立成分……・独立成分一……　述語の語幹・・述語付舶要素　1
　　　スペイン語（述語前置雷語）
　　　　1述語付加要素＝＝述語の語幹　…一…独立成分一……独立成分…一…1
　述語付加要素の承接順序は，N本語では（1＞，スペイン語では（3）に示した通りである。これは述
語の語幹を中心にして内側からボイス，アスペクト，テンス，ムードと並ぶものである。
　どちらの書語でもこのような順序になるのは，それなりの理由がある。まず，ボイスを衰わす
要素は，受身および使役が自動・他動の対立と連続していることからうかがわれるように，漣誌
の語幹と密接な関係をもった，最も客観的な要素である。こうした性格をもった要素が述語に最
も近い位置を占めるのは当然である。これと対照的に，ムードを表わす要素は，いうまでもなく
最も陳述的，主観的なものであるので，述語から最も遠くにおかれる。テンスを表わす要素は，
仮定や命令を表わす用法があるように，かなリムード的な色彩が強いものであるため，ムードを
表わす要素に次いで述語の語幹より遠いところに配置されるのである。
　このように，述語の内部の語順は，述語の語幹との結びつきが強いものほど内綴に、陳達的性
格が強いものほど外側に配置するという構造的要因による配列の原則に合致しているのである。
　ただ，II－1。で見たように，スペイン語の動詞の属折部分だけは，例外的に述語の語幹の後に
ぐ寸いて，（3＞の基本配列を乱している。属折部分が語羅にある原因は，直接的にはラテン語の名残
りであろうが，それを支えた間接的な原因としては，名詞・形容詞の性・数による変化が語羅で
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褒わされることとの平行性や，非常に短い屈折部分が語頭におかれると認知が難しくなること，
などが考えられる。後者については，実際，同じ未来を表わす要素でありながら，長い要素であ
る“ir　a”（英：be　going　to）；ま動詞の前におかれるのに，短い未来形の屈折部分“－6，－as，……”
は動詞の後におかれるという共時的な事実からも，その正当性が理解できるであろう。
lV－2．格成分および従属節の内部の語順
　名詞句の内部の語順は飼に示したように，述語に近い側から，格表示要素，名詞，修飾部の順
に並ぶ。これは，名詞を中心として，述語との関係を示す格表示要素を述語に近い位置に，修飾
部をそれと反紺の側におくという合理的な構成になっている。
　スペイン語の弱形所有代名詞や指示形容詞，数量詞が上の原則に反して名詞の前におかれるこ
とはH－2．で触れた。その理由を考えると，弱形所有代名詞と指示形容詞は定冠詞に近い性格を
もち，数量詞は不定冠詞とよく似た性格をもつため，冠詞と同じく名詞の前におかれるのだと言
えそうである。
　従属節の内部構成も，格成分の内部構成と平行していて，㈱のように，節表示要素（日本語で
は接続助詞，スペイン語では接続詞）が主文の述語に近い側におかれる形になっている。
　㈱　H本語
　　　　従属節一鹸示麟隊塵］｝
　　　スペイン語
　　　　櫃劃蚊；簸示戴一医麺］
闘のスペイン語の語順は，従属節が主文の後に位置するのを基本としている。従属節が主文の前
にくる文については，従属節が主題的な性格をもつため，情報的要因によって移動したのだと考
える。
　ところで，文の成分のうち長くて複雑な構成をもつ成分を，日本語では文頭の方に，スペイン
語では文末の方におこうとする傾向がある。〔i“・4｝これは，述語の直接支配下にある格表示要素をな
るべく述語の近くに集めようとすることが原因だと思われる。たとえば，名詞修飾節（連体修飾
簿，関係節）を含んだ長い成分と，それを含まない短い成分をもった文では（39＞の語願が好まれる。
　（39＞　日本語
涌鰹！「胴一1：格1「逢識名誹圃［蚕］一囮［璽］
スペイン語
國圏一［圃囮｛麺⊃騰琵格ll一磁遷⊃一髄1
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圃では，主文の述語と直接関係する格成分の格表示要素が主文述語の近くにきて，名詞修飾節の
中の格成分と紛れる心配がないが，㈹のように，㈲の長い成分と短い成分を入れかえると，主文
の格成分と名詞修飾節内の格成分が入り乱れて認知が難しくなるのであろう。
　㈹　H本語
匿釦一囮 1盆頁：蚕｝落誠一［：整：｝蘇1｝聯⊃一囹圃
スペイン語
匡圏｛：蟹趨逓｝L｛g＿gs．1／圃＝1蟹 圏＝［名詞］
ここにも，述語との結びつきが強い要素をできるだけ述語の近くに配置するという原則が貫かれ
ている。
IV－3．述語と格成分，副詞類の順序
　述語と，格成分である主語，直接目的語，間接目的語の構造的語順は（41）だと仮定する。
　（41）　　　E｛本言醤
　　　　掃　　間接曲語　酵曲語　匪劃
　　　スペイン語
　　　　國　　鹸目的語　間接舳語　主語
日本語のこの語順は表層の無標語順とも一致し，異論のないところだと思われる。（tg5＞スペイン語
の方は，表層の無標語順では主語が先頭に立つのであるが，これは情報的要因による移動と考え
て，N本語と鏡像的な語順を設定する。
　この語順は，述語の語幹とそれぞれの格成分との結びつきの強さに基づいたものである。述譲
の語幹と最も強く結びつくのが直接目的語，次いで間接陰的語，結びつきが最も弱いのが主語で
ある。とはいっても，これは（42a）のように格成分が三つともそろっているときのことであ弓，
盧接目的語も間接目的語もなければ，（42c）のように主語が述語と強く結びつくことになる。
　　　　　　　　　　直接目的語　　　間接目的語　　　王　　　語匡
圖
匡
亀働
．
b
C
・
直接圏的語 主 語
主 語
籍馨塚が　縷← →雛
格成分の，述語との結びつきの順位は直接罠的語〉間接冒的語〉主語であるが，これはいわゆ
る「格の腰位」とは別のものである。格の順位は主語〉直接目的語〉間接目的語である。
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　ここで，これら二つの順位が実際にどのような現われ方をするのかを次の例で見てみよう。
㈲a・　　　．＿…，±　1曜1匠］kim“a・“uにと）
　　b．　　　；岬［罫鴫㊧i・im－e－一・・（・と）
　　・．蹄1亙］1岬」◎1曜1㊧kim’e－sa・e－・・（・と）
（43b）は（44b）のように（44a）を内に含み，（43　c）は（44c）のように（44　b）を内に含むと考えら
れる。
　ωa．　　　　　　　e程がkim一伯動）
　　b．　　　山田が［日程がkim－］他動
　　c．田中が［山田がff程をkime－］使役
a．からb．へ，b．からc．へと新しい格成分が伽わると，その新しい成分が次々と主語の地位にっ
く。a．からb．の場合，もとの主語は格の順位が次の直接囲的語になる。　b．からc。の場合は，
すでに直接目的語が存在するので，もとの主語は格の順位がその次の間接膳的語になる。ここに
はいわゆる格の順位が反映されている。一方，このような他動化，使役化により，それぞれ格成
分の文法関係はかわっていくが，㈱に見る通り，常に「日程」が述語のいちばん近くに，「山田」
がその次に，そして「田中」が述語からいちばん遠くに位置している。こちらには述語との結び
つきの強さによる格成分の順位が反映されている。スペイン語でも，他動化，使役化に伴う文法
閣係および語順の変更は基本的に日本語と同じである。
　また，述語との結びつきの強さによる格成分の順位は，慣罵句の構成にも反映されている。
　㈲；　　がil　　に；　気を　つける　（こと）
　　　［主語3　　［問則　　［直目コ　〔述語3
　（46＞1　　　　｝　tomar　el　pelo　｝a　　；　（～が～をからかう）
　　　［主語〕　　［述語］　　〔直目〕　　［聞目1
　　　　　　　　（take　　　宅he　hair）
慣用句は（45）〈46）のように，述語と直接目的語（間接目的語のこともある）で構成され，主語が自由
に選ばれるものが多い。逆に述語と主語で構成され，目的語が自由に選ばれるような慣用句は見
あたらない。「気がつく」のような慣用句は，述語と主語で構成されているが，これがとる問接目
的語は一つ上位のものである。
　C47）　1　　　カS’l　l　　　　 に　
1　　気カミつく　　（こと）
〈47＞に示したように，「気がつく」全体が「～に」という問接屋的語とともに「～が」という主語も
要求するのである。こうした慣用句の構成からも，述語と陰的語の結びつきは，述語と主語の結
びつきよりも強いことが証拠づけられる。
　なお，H－3．で触れたように，スペイン語の接語形代名詞は，述語の前に現われ次の語順をとる。
（48）酵關語　直翻的語　［垂副
これはラテン語の名残りであろうが，こうした語順が保たれたのには理由があると思われる。接
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語形代名詞は完全に自立した格成分としての資格がなく，ボイスやアスペクトを表わす述語付加
要素にかなり近い性格をもっているため，述語付加要素と同じく，述語の前におかれるのであろ
う。ここで興味深いことは，述語の前におかれた接語形代名詞でも，述語から見て内側に直接目
的語，外側に間接目的語が配置され，述語との結びつきの強さの順位が守られていることである。
　一方，副詞類は，構造的要因だけに基づけば，次に示す語順をとると考えられる。
　㈲　日本語
　　　　陳述關類・締の成分様鵜司匡
　　　スペイン語
　　　　国　　 　　　　　様態副詞　　時・所の成分　　陳述副詞類
スペイン語の方のこの語順は，褒層の無標語順㈹と異なる。しかし，㈹で文末におかれた陳述副
詞類は，情報的要因によt）　，ふつう，文頭に移動され，また時・所を表わす成労も主題的な性格
をもてば文頭に移動されるので，表層の無標語順とは矛盾しない。
V．成分の移動
　構造的要因によって決まった述語の内部や格成分の内部の語順は固定していて自由がないが，
格成分そのものの位置は，情報的要因によってかわることがある。副詞類や従属節の位置もまた
情報的要因によってかわる。
　この章では，こうした成分の移動を「主題化」と「単純移動」の二種に分けて考察を進める。
V－1．主題化
　主題化とは，主題と指定された成分を文頭に移動した上，日本語ではその成分に量力講「は」を
付加し，スペイン語ではその接語形代名詞を述語のそばに残す操作である。翻のa．が移動前の溝
造的語順，b。が移動後の語順である。
　働　日本語
　　　・．　　　　［格成分］［壷司圏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［主題
b．魎蚕｝回［亟憂至：：：：：：：：：：⊃1圏　　　b．［壷蚕｝圏［翻
　　　　　［iL＝lll］
スペイン語
a． 匡［箔成分］匡亟｝
　　　　　［主題
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・・唾囹接語形代名詞一述郵｛：：：：：：1：⊃［壷］
　　　　　［主題　　　一一一一一一一…一一」
　　　　　　　　↑
たとえば（51a）で主語の「ペドロ（が〉」が主題に選ばれると（51b）になる。この場合は「ペドロ
が」がもともと文頭にあったので語順の変更はなく，「は」が付加されるだけである。
　㈱a．ペドwがオムレツを食べた（こと〉
　　　　［主劇
　　b．ペドロはオムレツを食べた。
目的語の「オムレツ（を）」が主題に選ばれれば（52　b）ができる。
　（52）a．ペドロがオムレツを食べたにと）
　　　　　　　　　［主題］
　　b．オムレツはペドロが食べた。
スペイン語でも同様である。（53a）は構造的要因だけによる架空の語順である。ここで主語の
“ Pedro”が主題に選ばれると（53　b）の文が得られる。
　（53）a．　comi6　1a　　tortilla　　Pedro
　　　　　　　　　　　　　［主題］
　　　　（ate　　the　omelet　　　）
　　b．Pedro（φ）comi6　la　tortilla．
　　　　（ペドロはオムレツを食べた）
翻的語の“la　tortilla”の方が主題に選ばれれば（54　b）になる。
　（54）a．comi6｝a　tortilla　Pedro
　　　　　　　　［主題］
　　b．La　tortilla　la　comi6　Pedro。
　　　　（オムレツはペドロが食べた）
（54　b）では主題と指定された目的語“la　tortilla”が文頭に移動し，その接語形代名詞“la”が動詞
“comi6”の前に付加されている。主語が主題化された（53　b）では接語形代名詞が現われないが，
これは主語の接語形代名詞は零形態だからだと解釈できる。
　ここで忘れてはならないことは，文がいつも主題をもつとは限らないことである。（21）㈱のよう
に主題をもたない無題文もある。
　⑳　梅雨がはじまりました。
　（22）　　Ha　comenza（io　la　estaci6n　de　las　lluvitas．
こうした無題文では主題化が行なわれないので，語順は構造的語順のままで，スペイン語では9述
語一主語」の順序をとる。
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　また，一般に従属節のなかでは主題化が行なわれにくく，句の内部では主題化が行なわれない。
　（55＞　1　春力ごくれは‘　1　桜力s’咲く。
（55）の従属節では主題化が行なわれないので主語は格助詞「が」で示される。
　（56）　l　Llegando塾幽　l　florecen　los　cerezos。
　　　（arriving　the　spring　　　flower　the　cherry　trees）
（56）の現在分調句の内部でも「述語一主語」の語順をとる。
　文の主題というのは，その文が何について述べるかを表わすものであるから，文の主題は定名
詞を含んだ格成分でなければならない。不定の名詞，疑問詞を含んだ格成分や陳述副詞類，様態
副詞は主題になることができない。
V－2．単純移動
　主題化には助詞「は」ないし接語形代名詞の付加が伴ったが，これらを伴わない移動を単純移
動と呼ぶことにする。この移動は文頭の方向に行なわれるが，主題化と異なり，文頭に達する必
要はない。
　（57＞a．　僕は　　山田さんに　　その手紙を　見せた。
　　　　［主語］　燗接冒的語］　［直接穏的語］　1述語］
　　b．僕は　その手紙を　由田さんに　冤せた。
㈱は，「山田さんに」より「その手紙を」の方が聞き手に予想されやすい古い情報のため、「その
手紙を」がヂ山閉さんに」の前に単純移動した例である。
　（58）どQu6　　quiere　comer　Ud．？
　　　〔直目］　　　　　　　　　［主語］
　　　　（what　　wallt　　eat　　　yOU）
　　　（あなたは何が食べたいですか）
（58）のようにスペイン語の疑問詞が文頭に移動されるのも単純移動である。疑閤詞はその文を方向
づける働きをもつため，文頭に移動されるのである。
　単純移動が主題化と異なるいちばん大きな点は，移動した歳分に，羅本語では「は」，スペイン
語ではその接語形代名詞が付加されないことである。
　（59＞a．　　　Tuve　seis　hijos．
　　　　佃had　six　sons）
　　b．　Seis　hijos　tuve，　los　seis　murieron．｛N［atcher　1956：P．33）
　　　　（六人の子を持ったが，六入とも死んだ）
（59b）には“seis　hijos”の接語形代名詞“los”がないので，これは“seis　hilos”が単純移動によっ
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て“tuve”の前に移動したものと見なされる。
　不定名詞を含んだ格成分や疑問詞，副詞類は主題化されないので，それらの移動はかならず単
純移動である。
VI．まとめ
　本稿での主要な論点をまとめると，次のようになる。
①～見，何の関係もないように見える日本語とスペイン語の表層語順も，よく観察すると，互い
　に鏡像的な語順をもつ部分があり，また～方，どちらの善語でも文頭におかれる成分もある。
②こうした両言語の語順を統一的に説明するためには，語順に係わる要因として，構造的要因と
　情報的要困の二つを区別して考える必要がある。
③構造的要因だけに基づけば，述語後置言語であるH本語と述語前置言語であるスペイン語の語
　順は互いに鏡像的になる。述語と格成分の語順を一括して示すと次のようになる。
　　日本語
　　　主語　間接目的語　鹸舳劃
＿
格成分 匿語の翻髄語イ枷蘇
　　　　　　　↓
修飾部一［名詞］一［飼
一
区璽］一アスペ外・［五2］一匡三1
スペイン語
直接翼的語　　間接目的語　　主語
述語付腰素一［藝麟
旺］｛藪｝［函｝E函
格成分
　　　　　　　↓
歴董］｛璽］＝修飾部
　この語順は，述語の語幹との結びつきが強い要索ほど述語の語幹の近くに，陳述的な性格が強
　い要素ほど述語の語幹から遠くに配置するという合理的な理由をもっている。
④構造的要因によって決まった格成分や副詞類の位置は，情報的要因によってかわることがある。
　文の主題となる成分や文の方向づけを行なうような成分は文頭に移動される。こうした移動も
　文の認知を容易にしようとする合理的な理由に基づくものである。ここでは，成分の移動を主
　題化と単純移動の二種に分けた。
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　語順決定に係わる構造要因，情報的要因がともに必然性の高いものであるならば，この二つの
要因は，かなり多くの言語に共通する普逓性の高いものであることが想像される。
　一般にSOV書語と呼ばれる朝鮮語，トルコ語，ビルマ語などは，述語後置欝語としてH本語
とほぼ同じ語順決定のしくみをもっている。スペイン語と似た語順決定のしくみをもつのは，S
VO言語のなかでも比較的語順が自由なロシア語のような言語である。情報的要因による主語の
前置が醤慣化し固定すると，英語のように語順の自由があまりない言語になるのであろう。VSO
言語と呼ばれるものも述語前置言語であるが，清報的要困による語順の変更の方法がSVOUt語
と異なるのであろう。
　臼本語をはじめとする述語後置醤語の語順は，本稿で指摘したような一貫した原理によって貫
かれており，安定した構造をもっているのがふつうである。しかし，述語後置欝語から述語前置
言語への過渡期にあるドイツ語のように，述語後置雷語と述語前置書語の特徴をあわせもつ言語
があることも事実である。スペイン語は述語前置雷語として，比較的誉羅一貫して安定した語順
をとるが，動詞の堀折語尾や弱形所有代名詞，接語形代名詞の位置などのように，述語後置霧語
的な性格もわずかながら見られる。
　本稿の立場で言語を語川頁によって分類すると，大きく述語前置言語と述語後置書語の二つのタ
イプに分けられる。言語に述語前置と述語後置の二つのタ雪プが存在し，かつ一方から他方への
変化も少なくない（tE6｝のは，それぞれのタイプに長所と短所があり，どちらか一方が特に秀れてい
るわけではないからである。述語後置言語は，構造的語順がほぼ清報的語順と一致するという長
所をもつが，文の中心である述語が最後までわからないという短所をもつ。一方，述語前置書語は
逆に，述語が比較的はやく現われるという長所があるが，構造的語順と情報的語順が一致しない
ため，どちらかの語順の論理を犠牲にしなければならないという欠点をもっている。
　以上，日本語とスペイン語の語順を統一的かつ合理的に説明するための枠組みを素描した。細
かい点については触れられなかったことも多い。無題文や主題化についての両雷語の比較などは
稿を改めて論じたい。
注
＊）本稿は，B本需語学会第82闘火会（1981年5月31　B，茨城大学）での1篇頭発表「語順の原理
　イン語を例として」をまとめなおしたものである。
1）所膚代名詞でも強形の場合は，他の名詞修飾．要紮と同じように，名詞の後におかれる。
　　例：un　amigO　mio（私の友人）
　　　　（a　friend　my＞
2）　国萎汗　（1964　：
　（相手〉」の語順をとるもの53である。さらに，
日本語とスペ
　　　　 p．185＞によれば，「～に（相手）～を（婦象＞」の語順をとるもの162に対し，「～を（対象）～に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここから「構文論的なはたらき以外に語順に影響する粂件，当面
の臣的にとっていわば不純な条件」（p．174）を除いた「純計」では，それぞれの語順は53対8である。こうした統
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計的な調査からも日本語では「間接屋的語一直接翼的語」の語順のほうが無標であることがわかる。
3）現代スペイン語では，接語形代名詞は，不定詞，現在分詞，肯定命令形につく場合に隈り動詞の後におかれ，
それ以外の場合は動詞の前におかれる。
4）佐伯（1975：3章），Contreras（1976：溜）などに指摘されている。
5＞fi本語の基本語順が「主語一目的語一述語」であることは，久野（1973：29章〉，黒購（1980：1＞がいくつか
　の証拠を挙げているほか，統計的にも国研（1964：p、171ff）によって確かめられる。
6）Vennemann（1973）は，　SOV，　SVO，　VSOのそれぞれの間で言語が互いにどのように変化するかを承す
　とともに，そうした変化の理由をも示唆している。
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